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三 藩の 乱に お けるチ ョ ネ （co 　ne ）領主 の 軍事活動

　　　　　 青海ホ シ ョ トの動向 と関連 して

伴 　真一 朗

1　 は じめに

1，1　 問題 と関心の所在

　 17− 18世紀 はチ ベ ッ ト史 にお い て 重要な時期で ある。何故 ならこの 時期に清朝の 勢力が チ

ベ ッ トに及 び、それが 現在 の 中国一チ ベ ッ ト関係に継続 して い るか らで ある。 こ の 17− 18世

紀チ ベ ッ ト史に 関す る研究 は主 と して Petech （1966；1972）及び A   ad （1970）が ある 。し

か しこれ らは 中央チベ ッ トの ガ ン デ ン ポタ ン 政権 と清朝 との 関係を主 なテ
ー

マ として お り、

中央チ ベ ッ ト以外 の チ ベ ッ ト人地域で ある カ ム ・ア ム ドに っ い て は 言及が 少ない
。 Ahrnad

（1970）は 、 17世紀の 後半か ら 18世紀の 初め に か けて の カ ム へ の 清朝の 進 出 と現地の 状況

に つ い て 述べ て い るが ω 、ア ム ドの 状況 に つ い て は触れ て い な い
。 ア ム ドは 山岳が 多い カ ム

に 比べ
、 地形的に草原が 主で 交通に 障害が 少ない ため、中国 との 交流 も深か っ た と想像で き

る。 こ の 地域 の ア ム ドの 状況 を明 らかにす るこ とは 、 清朝の チ ベ ッ ト進出の 過程 を考察 する

上で重要だ と考えられ る 。

　さ て 、従来の ア ム ド ・チ ベ ッ ト史 に関する研究 は大 きく三種類に 区分で き る。
一

っ は北方

か ら侵入 した遊 牧民で ある モ ン ゴ ル 系の トメ トやオ イ ラー ト系の 青海 ホ シ ョ トの 活動 に関

す る研究 で あ る
ω

。 こ れ ら の 勢力 はゲル ク派 とカ ル マ 派 の 抗争 が続 く 17世紀前半の 中央チ

ベ ッ トの 政局 に も関与 した。特 に青海ホ シ ョ トは、ゲル ク派に よ る中央チベ ッ ト統一を軍事

的に 支援 し、ガ ン デ ン ポ タ ン 政権 の成 立に大 き く寄与 した ばか りで な く、カム ・ア ム ドにお

い て 自己の所領を持つ こ と とな り、カ ム ・
ア ム ドが 清朝の 統治下に置か れ る 1725 年ま で チ

ベ ッ ト人地域に大 きな勢力を持 っ た。これ らに 関す る研究は漢文史料、満洲語史料、モ ン ゴ

ル 語史料、チベ ッ ト語史料を用 い た精度の 高い もの が多い が 、侵入 を受けたア ム ドの チ ベ ッ

ト人にっ い て 触れ る と こ ろは少ない （3）
。 第二 は元朝 ・明朝 ・清朝に よ る ア ム ドの チベ ッ ト人

統治 （土司土官制度）に 関す る もの で ある （4）
。 こ れ らは、史料 として、主 に地方志を は じめ

とする漢文史料を主 に用 い て い るた め、チベ ッ ト人の 動向を詳 し く考察 して い くこ とに お い

て は限界が ある 。 第三 は 在地チ ベ ッ ト人社会に関する もの で （5＞、清朝統治期以後 に おけるチ

ベ ッ ト人 の土地制度や 政治制度が 明 らか に され て い る。現地以外で は閲覧 し難 い 文史資料や

碑刻史料を用 い た も の で あ るが 、 制度の 概観を述 べ る もの に とどまり、チ ベ ッ ト人の 政治的
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な動向は 考察されて い ない。

　以上 の研 究動向 を総括す る と、
こ の 時代 のア ム ド ・チベ ッ ト史研究は清朝及び青海ホ シ ョ

トの 勢力間に お い て ア ム ドの チベ ッ ト人が どの よ うな動向を示 した の か とい う視点 に欠けて

い る と考 えられ る。そ こ で 本稿で は ア ム ドの
一

チベ ッ ト人領主で あるチ ョ ネ領主 を事例 とし

て 取 り上 げ、1673 年 （康熙 12 年 ）か ら 81 年 （同 20 年）にか けて の 三 藩の 乱にお け る軍事

活動に 焦点を あて
、 そ こ に ど の よ うな歴史的意義を持つ もの で あ っ た か を明 らか に した い

。

　すで に こ の 三 藩の 乱に お け るチ ョ ネ領主の 軍事活動に つ い て は 、 楊 （1990）の 研究があ る 。

そ こ に は、チ ョ ネ領 主は清朝側 に加担 し、 1675年 （康煕 14 年） に三 藩側 に 占領 されて い た

挑州 ・岷 州 を攻略 した こ とが述 べ られ て い る 。 楊氏の研究 は後述 す るチベ ッ ト語史料 σrK

等を用い た詳細な もの で あるが 、 チ ョ ネ の 軍事活動を清朝及び三藩 との 関係にお い て の み捉

えて い る。 これに 対 して本稿で は 、もう一
つ の 勢力で ある青海ホ シ ョ トとの 関係 を考慮に入

れ なが ら、チ ョ ネ領主の 活動 とそ の 歴史的意義に つ い て考察 して い きた い
。

1．2　三藩の 乱とチ ョネ領主につ い て

　 こ こ で は 本稿 の 背景 で あ る三 藩 の 乱 とチ ョ ネ領主 に つ い て の 概要 を述 べ る 。
三 藩の乱 と

は 、 清朝の 中央集権政策に反発した 中国南部の漢人軍閥に よ っ て起 こ され た反乱で あ る 。 清

朝 は 中国を支配下に 置 く際に 、投降 した旧明朝軍人の 助力 を得 た。そ して、彼 らの有力者で

ある呉三桂、尚可喜、耿継茂をそれ ぞれ平西王 、平南王、靖南王 と し、雲南、広東、福建に

駐 屯させ た。こ れが三藩 と呼称 され る もの で ある。彼 らは 駐屯地の 行政権、財政権 を掌握 し

清朝に対 して 半独立的な立場 を取 っ た が、清朝に よる完全な中国支配確立 を 目指す康煕帝は

1673 年 （康煕 12年）に三 藩の 廃止 を決定し、それ を不服 とした呉三 桂は 同年に挙兵 した。

こ れ に呼応 して 陝西、広西、福建 に お い て も反乱が起 き 
、 また台湾、チ ャ ハ ル 、ヴ ェ トナ

ム も呉三桂に 連動する動 きを示 した 。

一
時は長江以南の 地域が ほぼ呉三桂の 勢力下に 入 っ た

が
、

1676 年 （康煕 15 年）ご ろか ら清朝側が盛 り返 し、1681 年 （康熙 20 年）に は呉三桂の

孫呉世瑠が 自殺 して 三 藩の 乱は終結 した 。 以上が 三 藩の 乱の 経過で ある
（7）

。

　 またチ ョ ネ領主 は現在 の 甘粛省甘南藏族 自治州卓尼 県に本拠 を置い て い た領主で ある 。 吐

蕃 の大族 ガ （dga
’

）氏か ら分か れ て ア ム ドに移住 した とい う起源 を持 ち   、チ ョ ネ版 カ ン

ギュ ル ・テ ンギ ュ ル の 開版 の施主 と して 著名で あ る 。 こ こ で チ ョ ネ領主 を事例 と して 取 り上

げる理由は 、ア ム ドの チ ベ ッ ト人領主 の 中で は チ ベ ッ ト語史料、漢文史料が豊富 に残 っ て い

るか らで あ る 。

1．3　チベ ッ ト語史料 CTK につ い て

　チ ョ ネ領主 の 歴史 を知 る上で 重要 な史料 と考 えられ る もの に CTK が あ る 。
これ は チ ョ ネ

領主が施主 とな っ て開版され た チ ョ ネ版テ ン ギ ュ ル に対する 目録で あ り、 彼らの歴史や宗教

活動、軍事活動に紙幅が 大 き く割か れて い るが 、施主た る領主 を賛美す るため 、 彼 らの 業績

が 誇張 ・歪曲 され て い る可能性 が ある 。 三 藩の 乱にお け るチ ョ ネ領主の 軍事活動を知 る上で
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貴重な情報を もた らして くれ る可能性 をもつ CTK の 史料的価値 を確認す る た め 、まず三 藩

の 乱以外 の 軍事活動に関す る記事を取 り上げ、その 内容を漢文史料と比較 しなが ら検証 して

い くこ とに し よ う。こ れ らの 記事を取 り上 げる理 由は
、 チ ョ ネ領主 の 軍事活動に つ い て 述 べ

る の と同時 に
、 近隣へ の 領地 の拡張を も述べ た 内容で あ り、チ ョ ネ領主が 自らに都合の よい

よ うに歴史 を歪曲して述べ る可能性が 高い と考 えられ るか らで あ る 。

　先ず CTK に は 1709年 に ウベ （ug 　sbes ）にお け るチ ベ ッ ト人に よる清朝 に対 す る反乱 を

チ ョ ネ領主が鎮圧 した 記事が あ る 。

　康煕帝の 御年 48 年 （17（D 年）の 土の 雌の 牛の年に ウベ の 24 族が 清朝に反乱 を起 こ

して、中国の大軍が 行 っ て そ こで戦 っ て も力及 ばず負 けた時、 こ の 大領主 が戦争 に い

らっ し ゃ るべ き とい う熱心な皇帝の お言葉に よ り、 領主 自身が 長 とな っ て 頭人の シ ェ ン

テ ィ ン ジ ン （shan 　dng ’dzin）、プ ン ポイ ェ
ー

（dpon　po　yes）、テ ィ ン ジ ン キャ プ （ting
’dzin

skyabs ）、ケル サ ン ヤ ゲル （skal　bzang　ya　mgal ）、
ロ サ ン ゴ ン ポ （blo　bzang　mgon 　po）、 ト

ロ バ （tho　lo　ba）、 キ ャ プオ
ー

（kyab　
’

os ）、 ドジ ェ ナム ジ ョ ム （rdo 　rje　rnam
’
joms）、 カム

チ ェ ン キ ャ プ （kham 　chen 　skyabs ）、管財人の ミ ナ クチ ュ ク （皿 i　nag 　phyug ）、 ヤ ン シ ェ
ー

（yang　shes）、ペ ル デ ン （dpal　ldan）、 ワ ン ミ ン キ ャ プ （wang 　min 　skyabs ）、 トゥ ン イ ン

（d  gyin）の ツ ェ リ ン トン ドゥ プ （tShe　ring　don　grub）、 ロ サン トン ドゥ プ （blo　bzang

don　grub）、貴族 の ユ ム キ ャ プ （yum 　skyabs ）、ナム ギ ェ ル （rnam 　rgyal ）、ナ ム ベ ブチ ュ

ク （mam
’bebs　phyug）、

ペ ン チ ュ ン （ban　chung ）、 ロ サ ン （blo　bzang）等をは じめ とす

る俗官 と、シ ョ ウ トウ （zho 　tho
’

u）や 地方の ツ ン コ ン （tsung　gon）等が相談 して 兵士三

千人 とそこ へ い ら っ しゃ っ て 、反乱 を全て征服 して皇帝の 民衆 と して献 じた。 （CTK 　A
，

148b．2−4；B，206b4−207a3；C，384）

これ はチ ョ ネ領主の 清朝に対す る軍事 的な功績を述べ た もの で ある 。 こ の 記事に 関 して は、

対応す る記述が 光緒 『跳州廳志』 所 収の 「平番記」 に見 られ る。すなわち康煕 48 年 （1709

年）12月 23 日の こ と として

西固の 殺賊橋の 生番 、 官員兵民を殺傷す 。 頃 い 報に閲 し余 （作者の 張宏印〉即ち是夜に

兵馬 を整頓 し軍器帳房を発せ しむ。二 十四 日黎明、余即 ち兵を統 べ 剿撫 に馳往す 。 （
「
平

番記 」 光緒 『挑州廳志 』 巻 15、 21葉表一22 葉表）

とある 。 西 固 は清朝の 行政 区画で 階州に 属す る地域 で あ る
（9）。こ の 地域 は 現在 は甘粛省舟

曲県 に属 して い て、チ ョ ネの 近辺で ある 。 CTK 中の ウベ の 24族の 反乱 とは こ の 「西固の 殺

賊橋の 生 番」 の 反乱 と考え られ る。こ の反乱の 鎮圧 に お い て チ ョ ネが果た した役割が
「平番

記」 にあ り、そ こ に は

又 、五十三 年正月二 十五 日 、 楊土司如松の 帯領に據 り、番 人の 普的文住等 ・引 山後喇

子等十九族頭目、根哈臧等四 十八名、挑 ［州］に来て 投誠 す 。 両次倶に 各憲 に 通詳 し 、

降を准 し楊汝松の 管理 に 帰す こ とを具題 す 。 （
「
平番記」 光緒 『挑州廳志 』 巻 互5、 21 葉
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表一22葉表〉

と述べ られて い る 。 ここで述 べ られて い る楊土司如松 とは 、こ の 時期の チ ョ ネ領主 マ クソ ル

ゴ ン ポ （dmag 　zor 　mgon 　po）の 漢名の 楊汝松で あ る と考え られ る
（lo）

。 なお、楊土司如松は

楊汝松 とは表記が若干異 なっ て い るが 、如 と汝 は音通で あ るた め 同
一

人物を指す と考え られ

る 。 文中で は マ ク ソ ル ゴ ン ポの働 きに よ っ て 、 反乱 を起 こ したチベ ッ ト人が 清朝に 降伏 した

こ とが 述 べ られて い る 。

　なお 、 crK 中に は 「中国の 大軍が 行 っ て そ こ で 戦っ て も力及ぼず負 けた 」 とあ るが 「
平番

記 」 に はその ような記述は無い 。

　以上の よ うに 1709年 （康熙 48 年）の チ ベ ッ ト人 に よ る清朝へ の反乱の記事 に つ い て 、

CTK と清 朝側 史料 を対比 した と こ ろ 、 記述にや や 異な る点 が あ る とは い え反乱鎮圧 に チ ョ

ネ領主が大 きな役割 を果 た した とい う内容は ほぼ一致 して い る。

　次 に CTK に は こ の 反乱の す ぐ後の 記述に

ま た ヘ
ーチハ ン （hai　sbyis 　han） の チベ ッ ト人 の 野蛮 な頭 目全 て を巧みな手段で召 し出

して 、プクパ （phug　pa）、ル ン コ ク （lung　khog）、ニ ン カ （nyin   a ）、シ プカ （sribs 　ka）を

1 千の ツ ァ （tsa）と軍隊四 部隊に 置い た 中か ら、ワ ゴ シ プ （wa 　mgo 　sribs ）の ド ゥ ク ペ ン

（
’brug　phan）、 シ ャ ン シ ュ ン ゴ （zhang 　zhung 　ngo ）の ギャ ワハ シ ャ ン （sgya 　ba　hwa　shang ）、

ツ ェ
ー

シ （tsh
’
ai　zhD の ン ゲン ドゥ クポ （ngan 　

’brug　pO）、ル クグル ク （1ug　gu　rug ）、ラム

コ ン ド ゥ クゲ （lam　gong　
’brug　ge）、 チ ャ ン ガ

ー
シ ャ ベ ン （

’
chang

’
gar　sha

’
ban）、グディ

プ （gu　dhi　phu）の ソ ベ ン （so
’ban）、 ツ ァ ユ ソ ク ラク （tsa　yu　sog 　blag）、

ム シ （mu 　bzhi）

の ギャ ゲタル （rgya 　dge　thar）等を率い て陜西 （zhan 　shi）の トム （dom ）総督 （tsong　du）

に会い に行 っ て 、総督が皇帝に文を献じたこ とに よ り、 康煕帝が金 ・銅で で きた印 、 銀 、

絹、茶、布等の 限 りない褒美 を与 えた。（CrK ．　A ，　148b7− 149al−4　B ，207a3−5　q 　38↓ 85）

と述ぺ られ て い る。こ れ は チ ョ ネ領主の 勢力拡張 とそれ を清朝が 認め た とい う記事で あ る 。

これに 関 して は対応 す る記述が 「清聖祖実録』 にみ られ る。

兵部議覆すら く、四 川陜西總督鄂海の疏稱 に 、 挑岷邊外の 大山の 内に居住せ し生番が傾

心帰順 す る に 、挑州土 司楊如松の 管轄 とする は、應 に請 う所の 如 くすべ し。 又、楊如松

に 印を給 する こ とを請うは 、 應に 行するを准せ ざ るべ し 、 と 。 旨を得た る に
、 楊如松の

管轄せ し土司 は甚だ 多 し。 新た に投順せ る番人、又、伊の 兼管 とし、印信を給与す るに

非ざれ ば 、 何を以て 管轄せ ん 。 倶に該督の所請 う所 に照 らして行せ よ 、 と。 （『清聖祖実

録 』 巻 258、6 葉裏、康煕 53 年正月乙酉）

こ の 記事は チ ョ ネ領主が 投降させ たチペ ッ ト人 を、チ ョ ネ領主 の 統治下 に入れ る こ とを認め

る内容で あ り、 crK の 内容 と
一致す る 。

　以上の よ うに清朝側史料 と対照 させ な が ら CTK 中の チ ョ ネ領主 の 軍事活動に関する記事

を見て きたが、そ の 記述 は 凡そ符合す る もの で ある。 こ れ に よ り CTK 中の チ ョ ネ領主の 軍
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事活動に関す る記述はある程度信頼 で きるもの と考え られ る 。

2　チ ョ ネ領主による 挑州 ・ 岷州攻略 （1675 年）

　本章で は 1675 年 （康煕 14年）に行われたチ ョ ネ領 主に よる挑州 ・岷州攻略の 意義に つ い

て 考察 した い 。先述の とお りこ の 事件 は従来、単 に 三 藩側 とチ ョ ネの 戦 い と しか 捉え られ て

こ なか っ たが、当時の青海ホ シ ョ トの 動向を見る と、別の 角度か らチ ョ ネの 軍事活動を捉え

なおす こ とが で き る
。 以下それに っ い て 論じた い

。

2．1　 チ ョ ネ領主 による洸州攻 略と青海ホシ ョ トの動向

　まず甘粛にお け る三藩の 乱の 展開につ い て 述べ る。甘粛方面 に お い て は、陝西総督王 輔臣

が 康煕 13年 （1674 年）12 月に呉三 桂 に つ い て 甘粛 に侵攻 した （『平定三 逆方略 』 巻 11、4葉

表一5葉裏）。 そ して チ ョ ネの 近辺の 挑州、岷州も王輔臣の 勢力下に置かれ た。こ の 時、チ ョ

ネ領主 ッ ェ ワ ン トン ドゥ プ （tshe　dbang　don　grub）は 息子 の ロ サ ン ト ン ドゥ プ （blo　bza皿g　don

grub） とともに 清朝 の 命令を受 けて 出兵 した 。
　 CTK は次の よ うに 述べ る。

康煕帝 の 御年 14 年 （1675）の 木の 兔の 年 （1675）の 4 月 3 日に甘州 （k
’
anju

’
u）の 張勇

（cang 　ho’

u 　hu）、 蘭州 （lan　ju）の プ ユ ン （phu 　yon ）、西寧 （zi　ling）の王進宝 （wang 　tsong

yc）に よ っ て 手紙 が送 られ て 、チ ョ ネ領主 に全て の叛徒を退治すべ し とい う内容で 、 8

日の 昼 に大領主 ツ ェ ワ ン トン ドゥプ と子の ロ サ ン ト ン ドゥ プが長 とな っ て 、 大 臣たち、

7000 人の 部隊と共に長毛
（11）

を退治 しに い らっ しゃ っ た 。 （CTK ．　A ，140a5−8　B，195b24

C
，
　364）

こ こに は、4 月 3 日｛12）
に、清朝の 高官で あ る張勇や王進宝か らの 命令が下 っ て 三 藩側の 鎮圧

に向か っ た こ とが述べ られて い る。チ ョ ネ領主 は こ の 後三 藩側か ら挑州 を奪回 し 、 清朝か ら

参将の 武官職を授か る （『張襄壮奏疏』 巻 2、4’ア葉裏）。

　さ て 、こ の 時期、青海ホ シ ョ トは 河州 に侵入 して い るが 、 郵 （1998，20）は 「危害不大 」 と

大 きい 評価 を して い な い
。

は た して そ うで あ ろ うか 。 鄲の 用 い て い な い 史料で あ る康煕 46

年 『河州志 』 は次の よ うに述べ る 。

三 月初旬、西彝の 打力加王 ・徳廰王 、 乱に乗 じ兵三 千を率い 、 更に外番人萬余 を調聚 し、

沙馬関よ り和政驛に直抵 し 、 婦女を搨掠 し 、 廬舎を焚燬 し、人民は望風 して 奔潰す。十

五 日に至 り、彝人二 十騎城下に至 り、添把 を以 っ て 言と為 し、 城 中戒厳 す 。 次 日大隊州

に抵 し城 を攻 む 。
三 、四〇里 の 内、殺擴する こ と甚だ酷 し。西彝の 我が 兵が た め に 炮傷

せ る者 は亦衆 し 。 後 に東門の 演武場に移營 して 和 を議 す る も擴掠息 まず 。 四 月十
一

日、

靖逆将軍 ・裨将、令箭を下 して駆逐 し帰巣せ しむ 。 彝遂 に境を 出る も槻とす る所 の 人畜

尽 く挈 して 去 り、 哭声は埜 を震 わす
（13）

。 （康煕 46 年 『河州志』 巻 四）
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こ こ で述 べ られ て い る西彝の 打力加王 とは青海ホ シ ョ トの タ ル ギ ェ ル ボシ ョ ク ト ゥ （dar

rgyal 　po　shog 　thu）だ と考 え られ る。タル ギェ ル はグシ ハ ン の 第五 子イル ドゥチの 第二 子で

ある
（14｝。徳廰王 に つ い て は不明で あ るが 、恐 らく青海ホ シ ョ トの王族で あろ う。 この記事

中最 も注 目すべ きは 「添把を以 っ て言 と為し」 とい う記述で あ る 。

「添把」 とは こ の 地域の

チベ ッ ト系民族 が青海 ホ シ ョ トに定期的に納 め る貢納 を指す（「s｝。これを納 め させ ようと し

た と こ ろか ら、青海ホ シ ョ トに よる河州侵入 には 、 単なる略奪で はな く、
三 藩の 乱 の 混乱に

乗じて 自らの 支配下 に入れ ようとい う目的が あ り、清朝に とっ て それは 「危害不大」 で はな

く、まさに 危機 で あ っ た と考 えられ る 。

　以上述べ た状況か ら推測 す る と、清朝は 河州の 青海 ホ シ ョ トへ の 対応 に 専念せ ざるを得

ず、兵力の 限界が あ り、 挑州方面の 三藩軍の鎮圧 はチ ョ ネ領主の 兵力 に依存す る しかなか っ

た と考 えられ る 。

2．2　チ ョ ネ領主による岷州攻略の意義

次 に チ ョ ネ領主 に よ る岷州攻略戦の 意義に つ い て考察 した い
。 チ ョ ネ領主 は挑 州を三 藩側

から奪回 し、 続 い て 三 藩側の 勢力下 に ある岷州 に軍を進め た 。

4 月 25 日に ［チ ョ ネの ］領主父子二 人、 頭人 （mgo 　pa）の チ ャ グ ドル キ ャ プ （phyag

rdor 　skyabs ）、ユ ム キャ プ （yum　skyabs ）、ペ ル デ ン ツ ェ リン （dpal　ldan　tse 血 g）、 ドン

ゲン キャ プ （sdong 　rgyan 　skyabs ）等の 頭人や側近 と、 各地 の将軍 （dmag　dpon）で ある

グーバ （gur　ba）の 領主 （dpon　po）、パ ウ （ba
’
u ）の領主、マ ル ニ ュ ン （dmar　nyung ）の

領主、ア ゴ ム ヤ ク （a　sgom 　yag）、リン ギ ャ モ （gling　rgya 　mo ）、チ ャ ツ ァ ン ラバ ゲ （bya

tsang　lha　ba　dge）、ス ン ブム ギェ ル （gzungs
’bum　rgyaD 、チ ョ

ーパ タ ル （gcod　pa　thar）、

ベ ン デキ ャ プ （ban　de　skyabs ）、 ドゥ クパ キャ プ （
’brug　pa　skyabs ）を初め とする軍隊

一

万人 と
一
緒 に岷州城 に行 っ て 、

二 十六 日の 昼 に城の 周囲を軍が包囲 して …　　 （CTK ．　A
，

140b7− 141a2
，
B

，
196a5−blC

，
365）

こ こ には前 回の 挑州攻略 とは異な っ た状況が記され て い る 。 岷州攻略戦に は領主 （dpofi　po）

と称 される人物が多数参加 して い る点で ある。 こ の領主 （dpon　po） とい う称号 は （π K 中で

チ ョ ネの 領主 に も使われ て い る もの で あ り、 彼 らはチ ョ ネ領主の部下で は無 く、同格 の 存在

で あ っ た と考え られ る。

　 こ の よ うに挑州攻 略に参戦 しなか っ たチ ベ ッ ト人領主 が 、岷州攻略戦 に 参戦 した の は 、

チ ョ ネ領主 が 三 藩側 に勝利 して 挑州を奪回したか らで ある と考えられ る 。
こ の 時点で挑州 ・

岷州方面の チベ ッ ト人勢力が まとまっ て 清朝側 に つ い た事は、清朝に と っ て 三 藩軍を撃退す

る以 上の 価値 が あ っ た 。 なぜな ら同時期 に 、清朝は青海 ホ シ ョ トの 河州侵入を撃退 した もの

の 、河州の 民衆、特にイ ス ラム 教徒が青海ホ シ ョ トに附 く動きを示 して い たか らで あ る 。
こ

の 地域の 清朝の 軍事責任者で あっ た 張勇の 上奏に は 次の よ うに 述べ られ て い る 。

『靖逆侯靖逆将軍に して 甘粛提督の 事務 を兼管せ る臣張勇謹んで題すら く、 回民帰業を
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稟報す る事の た め にす。竊 に照す に、河州 の 漢回の 百姓、前 に彝 目の 入犯す る に因 りて

逃 出す る こ と萬余人な り。 先 に 招回する こ と千數を経て 關に 入 る こ と已経に題報す る を

除 く外、今康煕十四 年七月二 十日に お い て 河州副将楊三 元の 報に よ りて 称す。 ［前に 本

将軍の 差官の 執持す る令箭を蒙ず。 卑職を して地方官 と同 じ く關外に前去 し回民を招撫

せ しむ 。 卑職は隨差せ る把総王 国弼 に差官 と同 じく令箭 を齎執せ しめ、二 十 日に 招回に

前往 し去 く後、今本 月十五 日に 王国弼等の稟 に よ りて称 す 。 ［卑職等 しば しば善言を加

して 回民を招撫 し 、 朝廷の 恩典及 び各大将軍の 愛民の 意を宣諭 す 。 今招来せ る回民の 茶

商の 馬嘉錦 ・馬応才等
一

万余名口 、卑職等本月十二 日に 先行護送 し關に 進む。］等情 の 具

報臣に到 る 。 此れ に よれ ば該臣の看得す るに回民は性頗 る狡悍に して今海彝に關外に勾

引せ らる。恐る るは 日久し く倚 る と こ ろ無 くん ば必ずその用 い ると こ ろ とな らん。是 を

以 っ て 臣等復 た官を して 前去せ しめ、地方官 と同 じ く善 く開諭 を行 い 、回帰す るを招撫

す 。 ］今報 に よ らば、萬餘を招回 し、盡數を 関に 進む。此れ に 従 い 旧 に 照 らして 業 に復

さば辺釁の 患杜じ るべ し。 事 は 回民の 盡數を回帰する に關す 。 相応 して 題報す 。 伏 して

皇上の 叡鑒 を乞う。 部に勅 して 議覆し施行せ ん こ とを。康煕十四年八月初六 日に 題す 』

旨 ［覧 た り。卿招撫 を奏 す。河州の 回民万余人 、 盡數業 に復す る に 到 るは嘉すべ し 。 知

道せ り。 ］を奉ず。該部知道せ り（16）
。 （「張襄壮奏疏 』 巻 3 、 34葉表一35葉裏）

こ こ で述べ られて い るように、河州近辺 の イス ラム教徒 は青海 ホ シ ョ トの 侵入 に よっ て その

支配 圏に流 出 し、清朝 は彼 らを自らの 支配圏に 呼び戻 そ うとして い た 。 また 「此れ に よれ ば

該臣の看得 する に回民 は性頗 る狡悍に して今海彝に関外に勾引せ らる 。 恐 るる は 日久 し く倚

る とこ ろ無 くん ばその用 い ると こ ろ とな らん 」 と述べ られて い るように 、イス ラム 教徒 が青

海ホ シ ョ トと結 び つ くこ とに も不安を抱 い て い た 。 この地域の イ ス ラ ム 教徒 は 1648年 （順

治 5 年）に清朝 に対す る反乱 を起 こ し、その 時に も青海 ホ シ ョ トは清朝の 勢力圏を蚕食す る

動向を示 して い た （石濱 1998，104−06）。 こ の 二 つ の 勢力の 連係 は清朝 の 西北 に お け る不安

材料で あ っ た。以上の よ うな問題を抱えた清朝に とっ て 、ア ム ド東部の も う
一

つ の 清朝支配

圏の 入 り口 で ある挑州 ・ 岷州 の チベ ッ ト人勢力を清朝側に っ けた点 に お い て チ ョ ネ領主の 功

績は大きな意味が あ っ た と考えられ る 。

　その た め 、チ ョ ネ領主 ッ ェ ワ ン トン ドゥプは

副将楊朝楔 （ッ ェ ワ ン ト ン ドゥ プの漢名）、 應に拜他喇布勒哈番世襲二 次 を給與す べ し 。

命 を俟 ちて 之に下す 。 （『文献叢編増刊』 436 葉 「兵部議靖逆将軍張勇等疏之題本」 康煕

14年 7 月 24 日）

とあ る ように拜他喇布勒哈番 と い う世職 を与 えられた。世職 とは清朝初期 にお い て 功 臣に与

え られた名誉職 で ある （松浦 1984
，
105）。三藩 の 乱に お い て こ の 職 を与 え られた者 は 、例 え

ば、1681 年 （康煕 19年）に永寧 を三藩側か ら守 り、 戦死 した 四川 提督の 王之鼎 と総兵官の

費雅達が い る （『聖祖実録』 巻 95、15葉表、康煕 20 年 4 月 甲午）（17）。チ ョ ネ領主 は そ の 貢

献 を評価 されて 清朝の 正規軍入 と同列 に 扱われて い た こ とが わか る 。
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　三 藩の 乱にお け るチ ョ ネ領主の 活動は 、 従来 は三藩側 との 関連 か ら捉 えられ て い た 。 しか

し、青海 ホ シ ョ トの 動向 との 関連を見る こ とに よ っ て、青海ホ シ ョ トの 侵入 に脅か されて い

た清朝 と清朝を援助 する在地チベ ッ ト人領主 とい う構図が 明確 に な る。

3　チ ョ ネ領主の 西方進出 （1675年〜 1681 年）

　本章に お い て は 1675 年か ら 1681 年にか けて 行わ れ た チ ョ ネ領主の 西方進 出に っ い て 述

べ る
（18）

。

　こ の 事件 に つ い て は楊 （1990 ，
48−54）に述べ られ て い るが 、青海ホ シ ョ トとの 関係を視野

に い れたもの で は ない
。 しか し、CTK の 記事を詳細 に 分析す る と、チ ョ ネ領主 の 親清朝 ・反

青海ホ シ ョ トの 路線が見え て くるの で ある 。

3．1　 事件の 経緯

　甘粛 に お ける三藩 の 乱の 戦況 は、1676年 （康熙 15年）、王輔 臣の 降伏 に よ り、清朝の優位

が確定す る。 しか し、三 藩の乱が 終結する 1681年 （康煕 20年）まで に、青海ホ シ ョ トは二

度に わた っ て 清朝の 勢力圏で あっ た河州に侵入 し、清朝に従属 して い た撒刺族を攻撃して い

る （19）。 この よ うに ア ム ド東部 の状況 は安定 して い なか っ た。

　楊 （1990，
48−50）に よれば、洸州 ・岷州攻略後、チ ョ ネ領主 は領民 を軍管区に編成 して い

るが 、 それ は こ の 時期の 青海 ホ シ ョ トの 侵入に 対応 した もの と考 えられな い だろ うか。清朝

側史料に よれば、チ ョ ネ領主が 岷州攻略時に指揮 した兵力は四 千人余 りで あ る （『張襄壮奏

疏』 巻 3、 25葉表）。 先述 した 1675 年 （康煕 14年）の 青海ホ シ ョ トの 河州侵入 に お い て は

青海ホ シ ョ トの 基幹兵力が三 千人で あっ た こ とを考え る と、 チ ョ ネ領主は こ れに 対抗で きる

兵力を掌握 したこ とに なる 。

　 こ の よ うな状況の 下で チ ョ ネ領主の 西方進 出は行 われた 。

その 時、ゴ ク （mgog ） とカ ギャ （kha　gya＞六 部落は首領が い な い の で 散 り散 りに な っ

て、因果を考えな い 殺 し屋 と盗賊 ど もが法 に違 う色々 な悪行 を行 っ たの で 、
こ の大領主

が衆生の 名誉 をお考えに な っ て 軍の 部隊に通知して 、軍隊とそ こ に い らっ しゃ っ て ゴ ク

とカギ ャ 六部落 を征服して 皇帝の 民衆 として献上 した。それか ら辺境 に い て羅刹の よう

に 殺戮する こ とを喜ぶ テ ボ （the　bo）の 地の もの どもが 、 ターイ シ プ （t
’
a　yi

’i　sdbs ）と

カ チ ェ ン シ プ （kha　chen 　shbs ＞等の 地で 、盗賊の す る こ とをた くさん行っ た こ とを こ の

大領主が お聞き に なっ て
、 そ の もの た ちを退治 す るた め に 軍隊 と い らっ しゃ っ て

、 テ ボ

の 首領の ほ とん どを殺 して 、 テ ボの い くらか の 地 を統治下に い れ て首領 を任 じて十善法

に も とつ い た慣 習を定めた 。 （CTK ．　A ．　143b5− 144al　B
，
　200a4−bl　C ，

　372）

　西方進出の 結果、 チ ョ ネ領主 は こ こにみ られ る よ うに 、
ゴ ク 、 カ ギャ 、 テボ とい っ た地域

を征服 した。 こ の 事件 を楊 （1990，50，54＞は、チ ョ ネが これ らの 地 を 「収復 」 した として い

るのみ で あ る 。 だが、 これ らの 地を どこか ら 「収復 」 したのか、チ ョ ネが新たに得た領地が
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どの よ うな地で あ っ たの か を考え る と、この 時期にお けるチ ョ ネに よる軍事活動 の 性質 が見

えて くる。以下それ に つ い て述べ る。

32 　チ ョ ネの征服 した領地

　まず、 カ ギャ 六部落はカ ン ッ ァ （rkang 　tsha）、 カギャ （kha　gya ）、ゲ ン ギ ャ （rgan 　gya）、ッ ォ

（gtso）、ツ ァ ユ （tsa　yus）、ナム ラ （gnam 　lha）の 六 つ の総称で ある （DG ，pt．，2b3）。 こ の 中

で、カ ギ ャ とナ ム ラ は ラ ブ ラ ン 寺の 東方 に あ る こ とが確認で き るの で （Rockl956 ，
　map3 ）、

他の 部落も近辺に あ る と推測 され る。 こ れ らは現在の 夏河県に ほぼ相当す る地域で あ る。特

に カ ギ ャ 六部落 の 内 の ゲ ン ギャ は、 トメ ト部 の ホ ロ チ の 根拠地で あ る捏工 が あ っ た地 で あ

る
（20）

。 1580 年代か ら 1630 年代ま で ア ム ドに勢力を持 っ て い た ホ ロ チは こ こ か ら河州 、 挑

州 に侵攻 した （21）
。

こ の よ うに カ ギ ャ は モ ン ゴ ル 等 の 遊牧騎馬民族 に と っ て の 戦略的要地で

あ っ た 。 こ の 地域をチ ョ ネ が 占領 した こ とは単な る勢力圏拡大 だ けで は な く、青海ホ シ ョ ト

の 侵攻 を防 ぐ意味があ っ た と考え られ る 。

　また テ ボ は 、 現在の 若爾蓋県 と迭 布県に相当す る地域 と考 え られ る（22＞
。 テボ は当時 に

お い て は青海 ホ シ ョ トの 領地 だ っ た 。 GBS に は青海 ホ シ ョ トの 一族 タル ギ ェ ル の 領地 に 関

して　　　　　　　　　　　 1

カ ム の 全て の 地 と、レ プゴ ン （reb 　gong）の 上 手下手、ロ ン （rong ）の 十八大部落、ンガ

バ ラ ド （mga 　ba　rwa 　mdo ）、テ ボの サ （gza
’

〉族、ツ ォ ン （tshong ）族等 を この領主 ［ダ

ル ギェ ル （dar　rgyal ）］が 支配下に入れ な さ っ て …
　　（GBS ，

34b4）

と述ぺ られ て い る 。 チ ョ ネは
一度 目の征服の 時は テボの

一
部を領地 に したの み で あ るが 、二

度 目に征服 した 時に は、CTK に

テ ボの 部落で仏法が 盛ん にな らず 、 人々 は罪を好ん で法律に違うこ とを多 く行 っ た 。 そ

の た め、悪人達 を退治 して その 地方 に 真の 仏法 の 道理 を新 しく施 す こ とを考 えて 、大

軍 と一緒 に そこ に い らっ しゃ っ た 。 そ して 、 テボの 人々 と戦 っ て 、 た くさん の 人 を殺 し

て 、 首領 を捕らえ て 、 他の人々 に法律 を説 くこ とで 、 テボの 部落全て を統治下に入れて 、

軍隊に編入 した。（CTK ．　A
，
145b6−8　B，202b6−203a3　C，377）

と述べ られ て い る よ うに、チ ョ ネ領主 は この 地に本国と同 じ処置を適用 し、領昆を軍管区に

編成 した こ とが わか る。残 るゴ クに つ い て は残念なが ら不明で ある。 しか し以上 2 つ の 地域

に つ い て 考 えて み る と、 ともに 青海 ホ シ ョ トの 支配地 を 「
収復 」 したの で あ り、 こ うした活

動は三藩の 乱中にお ける青海ホ シ ョ トの 侵入 に対抗し て 自己の 勢力 を拡大 した もの と言える

で あ ろ う。 また こ の 活動は 清朝の 指示 に よ る もの で は な い が
、 青海 ホ シ ョ トの 侵入 に 苦 しむ

清朝の 利益 に沿 っ た もの で あ る こ とに も注意 を払い た い
。 従来にお い て は反青海ホ シ ョ ト的

な動向を示 した チベ ッ ト人勢力の 存在 は指摘 され なか っ た の で 、チ ョ ネの こ の 軍事活動 は注

目に値す る 。
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4　おわ りに

　以上 、 ア ム ドに お ける三 藩の 乱は 清朝 と青海ホ シ ョ ト との勢力争い の 側面を持 っ て い た

が、そうした状況の 中で チ ョ ネ領主の 軍事活動は親清朝 ・反青海ホ シ ョ トの 姿勢を とっ た も

ので ある こ とを述 べ て きた。清朝が中国や北ア ジアで優位 を得 る以前に こ の ようなチベ ッ ト

人勢力が存在 した こ とは注 目すべ き事例で あろ う。 こ の チ ョ ネ領主の 軍事活動が ど の よ うな

影響 をチ ベ ッ ト史に 与えた の か とい う問題は さ らに検討を要す るが 、現在で は以下の 2 点

に ま とめ る こ とが で きる 。 まず 、 1725 年に清朝は青海ホ シ ョ トを抑えて カ ム ア ム ド全域を

統治下に置 くが 、それ を実現 した要因の
一

つ に はチ ョ ネ領主の よ うな親清朝チ ベ ッ ト人領主

の存在が あ っ たか らだ と考え られ る 。 第 2 に 、チ ョ ネ領主 は後 に カ ン ギュ ル ・
テ ン ギ ュ ル の

開版 とい うチベ ッ ト仏教史上 重要な事業を行 うが 、 それ を可能に した もの は三藩の 乱時の 軍

事活動に よ っ て 、 自己の勢力基盤 を作 っ た事で あ っ た と考 えられ る。今後は 、 17− 18世紀チ

ベ ッ ト史 にお い て カム ア ム ドの チ ベ ッ ト人勢力の 果た した歴史的役割を 、 地域的に も時代的

に もよ り広 げて検討す る こ とが 必要 で あろう。

略号

チベ ッ ト語史料

CTK

DG

GBS

’
jam　dbyang　bshad　pa　dkon　mchog 　

’
jig　med 　dbang　pO （1728−91）．　co 　ne 　bstan ’

gyur　dkar

chag ．

　　A ： PL480 （Set　1−2．　LMpj −010404．　R−586．　LCCN −7〔F923316．） （テ ン ギ ュ ル

　　　　所収）

　　B ：　The　collected 　works 　of 　dkOn　ntchogs 　7i8s　med 　dbang　po．　voL 　5　（tsa）．　 New

　 　 　 　 Delhi： 1971。

　　C ： 蘭州、甘粛民族出版社、1986 （全集所収の もの を底本 とす る）

brag　dgon　dkon　mchog 　bstan　pa　rab 　rgyas （1801−？），　deb　ther　rgya 　mtsho ．　Lokcsh　Chandra

ed ．　Part　III．　New 　Delhi： 1975−77．

dbal　mang 　PanNDi 　ta　dkon　mchog 　rgyal 　mtsang （1764− 1853）．　 rgya 　bod　hor　so88i 　lo

rgyUS 　nyung 　ngur 　brJ
’
od 　pa　bツis　ba 伽8ρα

’
” bab　stegS ．　IN　The　collected 　works 　of 　dbal

man8 　pai＞Di　ta　dkon　mchog 　rgyat 　mtsang ．　voL 　4 （nga ）New 　De 匠hi： 1974．
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　　1956　　　Tl1θ Amnye 蜘 一chhe 　range αnd 　a4 ／a （rent　regions α monographic 　study ．　（Se  e 　Or｛−

　　　　　　 enla 且e　Rome 　XII），Rome ：Is．M ．E，0．

なお 、 本発 表 に関係す る と思 わ れ る文献 と して mgon 　po　dbang　rgyaL 　co 　ne 　sa 　skyong 　gi　lo

rgyUS 　ktu　ch “　sngon 　mo 　
’i　gyer　dbyangS．蘭州 、 甘粛民族出版社、 1997 が あるが未見で ある 。

注

（1）そ の 際の状況 は打箭炉 で は 1699 年 に チ ベ ッ ト人勢 力 の 争 い に乗 じ て 清朝が こ の 地を征服 し

　　 （Ahmad 　1970，225−29）、瞻対で は 1702 年に 現地 の チ ベ ッ ト人領主家が 内紛 を起 こ し、一
方 の 勢

　　 力が 清朝に帰順した もの である （Ahmad 　1970，327；手塚 1999，62−63）。 これ らの 事件が、清朝

　　 が ジ ュ ン ガ ル の ガ ル ダ ン をズー
ン モ ドで破 っ た 1696年以降 に起 き て い る こ とも注 目すべ きで

　　 あ る。

（2）和 田 （1959）、佐藤 （1988a＞、佐藤 （1988b）、加藤 （1983）、加藤 （1984）、若松 （1985）、 加藤

　　 （1986）、 江 國 （1986）、 青海省志編纂委員会 （1987）、石濱 （1988）、山 口 （1993a＞、山 口 （1993b）、

　　 崔 ・張 ・杜 （1999）、手塚 （1999）。

（3）手塚 （1999）で は 青海 ホ シ ョ トに よ る カ ム ・ア ム ドの チ ベ ッ ト人 統 治 に つ い て 述 べ られ て い る

　　 が、チ ベ ッ ト人 の 動向 に関 して は 断片的 に しか 触れ られ て い な い 。

（4）高 （1988）、 襲 （1992）、 王 （1994）、高 （1999）。

（5）楊 （1989）、青海省社会科学院藏学研究所 （1995）、洲塔 （1996）、王 （1997＞、王 （1999）、呉 （2002）。

（6）なお 、広東の平南藩で は藩内が 親清朝派 の 尚可喜 と反清朝派の 尚之信 （尚可喜の 息子）に 分か

　　 れ、尚之信は 1767 年に尚可喜を監禁 して 呉軍 に 参加 して い る 。

（7）以 上 、三 藩 の 乱の 経過 に関 して は 谷 口 （1994）、細谷 （1999）を参照 。 なお 三 藩の乱 に 関する主

　　 な研究 は、古 くは神田 （1952）、新しい もの で は 劉 （1994）がある。

（8）CTK ．　A ，136al−137a4　B，189b3−191　a6 　C，353−356。

（9）1655年 （順治 12 年）に編入 され た。光緒 『階州直隷続志』 巻 3、14葉表。

（10）土 司 とは 中華王朝が周辺諸民族に与 えた特殊な官職で あ る。こ の 官職体 系は 土 司土官制度 と

　　 呼称さ れ る 。 チ ョ ネ領主 は中華王 朝か ら卓尼土 司 と され、領主 は代 々 漢名を名乗 っ た 。 代 々 の

　　 チ ョ ネ領主 の漢名は光緒 『挑州廳志』 巻 16、1葉表一2 葉裏に記 され て い る。

（11）原文は
’

chang 　mon 。長毛は卓 （1990，200）の 訳 。
　 CrK で は こ の 語を

一
貫して 呉三 桂側の 勢力に

　　 対 して 用 い て お り、辮髪を切 っ た人間 たちを指 して い るの で は な い か と考え られ る の で こ の 訳

　　 に従う。

（12） この 年の チベ ッ ト暦は閏 1月が 入 っ て い るの で、史料中 の チ ペ ッ ト暦 4 月 は 中国暦 で は 5 月に

　　 なるはずで あ るが、清朝側の 史料で ある
『張襄壮奏疏』 巻 2、49 葉表 に は チ ョ ネの 挑州攻撃が 4
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一 三 藩の乱に お け る チ ョ ネ （co ・ne ）領主 の軍事活動一

　　 月の 事 と述 べ られて い る 。 よ っ て この 箇所 の 月 は 中国暦を用 い て い る と考えられ る。

（13）三 月初旬、西彝打力加王 ・徳廰王 、乗乱率兵 三 千、更調聚外番人萬余、自沙馬関直抵和政驛 、擒

　　 掠婦女、焚燬廬舎、人民望風奔潰。至十 五 日、彝人 二 十騎至城下、以添把為言、城 中戒厳 。 次 日

　　 大隊抵州攻城。三 、四〇里内、殺携甚酷。西彝為我兵炮傷者亦衆。後移營演武場議和而撞掠不

　　 息。四月十一
日、靖逆将軍 ・裨将、下令箭駆逐帰巣。彝遂出境、所捕人畜尽挈而去、哭声震埜。

（14）ま た の名を ボシ ョ ク トジ ノ ン とい う。
こ の 人物に つ い て は 佐藤 （1988b，461−64）を参照。

（15） 『明史』 巻 330 （中華書局本，8549）に 「青海 より寇 して據す る とこ ろ と為 り、 番、剽奪に堪え

　　 ず、私に 皮幣を饋 りて 手信と日い 、歳 時、饋を加えて 添巴 とい い ・・
」 とあ る。

（16）靖逆侯靖逆将軍兼管甘粛提督事務臣臣張勇謹題、為稟報回民帰業事。竊照、河州漢回百姓、前因

　　 彝目入犯逃 出萬余 人。除先経招回千數入關 已 経題報外、今于康煕十 四 年 七 月二 十 日據河州副将

　　 楊三元報称。前蒙本将軍差官執持令箭。著卑職同地方官前去關外招撫回民。卑職隨差把総王国

　　 弼 同差官齎執令箭、于二 十日前往招回去後、今于本月十五 日據王 国弼等稟称。卑職等屡加善言

　　 招撫回民、宣 諭朝廷恩 典 及各大 将軍愛 民 意。今 招 来 回 民 茶商 馬 嘉錦 ・馬 応才等
一

万 余名 口、卑

　　 職等于本月十二 日先行護送進關。等情具報到臣。 據此該臣看得回民性頗狡悍今被海彝勾引關外 。

　　 恐日久無倚必将為其所用。是以臣等復官前去、同地方官善開諭、招撫回帰。今據報、招回萬餘、

　　 盡數進關。従 此 、照 旧復業可杜邊釁之患矣。事關回 民 盡數回歸。相應題報。伏乞皇 上叡鑒。勅

　　 部議覆施行。康煕十四年八月初六 日題。 奉旨。 覧。 卿奏招撫 。 到河州回民萬餘人 、 盡數復業可

　　 嘉。知道了。該部知道。

（17）両者 の 伝記は共 に 「国朝耆献類徴初編2 巻 344 に あ る 。

（18） こ の 軍事活動 が 行われ た時期 に つ い て は、crK は年代を記 して い な い。しか し
一連の 征服活動

　　 に 関す る 記述 の 後 に ロ サ ン トン ドゥブが 1681 年 に康煕帝 の も と に 赴 い た 記事が ある （（π K
，
A

，

　　 146a6　B，　203b3−4 　C．　378）。その た め、1675年か ら 1681年の間に行われ た軍事活動だ と考えら

　　 れ る。

（19） 1677 年 （康煕 16年）と 1680年 （康熈 20 年）。 康熙 46 年 「河州誌』 巻 4。

（20）捏工 に つ い て 山 口 （1993a，17−19）で は カ ギ ャ の 中の ゲ ン ギ ャ （rgan 　gya）に あるニ ャ ゴ ン （gnya
’

　　 gong）に比定 され て い る。 また山 口 （1993a）で は用 い られて い な い 史料である光緒 『甘粛新通

　　 志 』 所収 の 西寧府循化廰図 に は 、山 口 （1993a）で 指摘 され て い る とお りの 位置 に 捏工 が あ る。

（21） トメ トの ホ ロ チ に 関 して は 若松 （1985）、山 口 （1993a）を参照 。

（22）康煕 57 年 3 月初 4 日の 年羮尭奏に 「査す るに 貝勒挿漢丹進の 管下の 鉄布生番、前は川省潭臘営

　　 所属 の 祈命三塞、後は陜西 の 挑岷所属の楊土司まで 、延長四 五百里 を過 ぎず。」 （「年羮尭奏摺』

　　 下 ，
82 】−22）とあ る。鉄布 とは テ ボの 音写で あ る と考えられ る。こ の 中で 鉄布の 範囲 とされ て い

　　 る地域 は ほ ぼ現在の 若爾蓋県 と迭布県に相当す る。
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